
JP 6459961 B2 2019.1.30

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光束を受光する受光ユニットと、
　前記受光ユニットが固定され、前記受光ユニットが受光する光束が通過する箱状のボデ
ィ部と、
　前記ボディ部の少なくとも一部を覆う外装部と、
　交換レンズを装着可能であり、前記ボディ部及び前記外装部が固定されているマウント
とを備える受光装置。
【請求項２】
　交換レンズを装着可能なマウントに、光束を受光する受光ユニットが固定された、前記
光束を通過させる箱状のボディ部と、前記ボディ部の少なくとも一部を覆う外装部とを固
定し、
　前記マウントは、前記外装部に加えられた力を受け止めることにより前記ボディ部への
前記力の伝達を軽減する受光装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の受光装置において、
　前記ボディ部は、前記外装部を介在して前記マウントに締結されている受光装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の受光装置において、
　前記ボディ部及び前記外装部は、前記マウントに共締めされている受光装置。
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【請求項５】
　請求項４に記載の受光装置において、
　前記マウントは、前記ボディ部及び前記外装部を第１締結部材により共締めするための
マウント側第１孔と、前記ボディ部及び前記外装部を第２締結部材により共締めするため
のマウント側第２孔と、前記ボディ部及び前記外装部を第３締結部材により共締めするた
めのマウント側第３孔とを有し、前記マウント側第１孔と前記マウント側第２孔と前記マ
ウント側第３孔とが同一円周上に配置されている受光装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の受光装置において、
　前記外装部は、開口と、前記開口の内側へ突出して設けられている第１締結部と、前記
開口の内側へ突出して設けられている第２締結部と、前記開口の内側へ突出して設けられ
ている第３締結部とを有し、
　前記マウントには、前記第１締結部材により前記マウント側第１孔と前記第１締結部が
有する第１貫通孔とを介して前記ボディ部及び前記第１締結部が共締めされ、前記第２締
結部材により前記マウント側第２孔と前記第２締結部が有する第２貫通孔とを介して前記
ボディ部及び前記第２締結部が共締めされ、前記第３締結部材により前記マウント側第３
孔と前記第３締結部が有する第３貫通孔とを介して前記ボディ部及び前記第３締結部が共
締めされる受光装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の受光装置において、
　前記ボディ部において前記マウントに対向する面であるボディ側第１面には、第１凹部
と、第２凹部と、第３凹部とを有し、
　前記第１凹部の底部はボディ側第１孔を有し、前記第２凹部の底部はボディ側第２孔を
有し、前記第３凹部の底部はボディ側第３孔を有し、
　前記マウントには、前記第１締結部の少なくとも一部が前記第１凹部に収容された状態
で、前記第１締結部材により前記マウント側第１孔と前記第１貫通孔と前記ボディ側第１
孔とを介して前記ボディ部及び前記第１締結部が共締めされ、前記第２締結部の少なくと
も一部が前記第２凹部に収容された状態で、前記第２締結部材により前記マウント側第２
孔と前記第２貫通孔と前記ボディ側第２孔とを介して前記ボディ部及び前記第２締結部が
共締めされ、前記第３締結部の少なくとも一部が前記第３凹部に収容された状態で、前記
第３締結部材により前記マウント側第３孔と前記第３貫通孔と前記ボディ側第３孔とを介
して前記ボディ部及び前記第３締結部が共締めされる受光装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の受光装置において、
　前記第１締結部は、前記第１締結部が前記第１凹部に収容された状態において前記マウ
ントに対向する面である外装側第１面を有し、
　前記第２締結部は、前記第２締結部が前記第２凹部に収容された状態において前記マウ
ントに対向する面である外装側第２面を有し、
　前記第３締結部は、前記第３締結部が前記第３凹部に収容された状態において前記マウ
ントに対向する面である外装側第３面を有し、
　前記第１締結部が前記第１凹部に収容され、前記第２締結部が前記第２凹部に収容され
、前記第３締結部が前記第３凹部に収容された状態において、前記ボディ側第１面と、前
記外装側第１面と、前記外装側第２面と、前記外装側第３面とにより平面が形成され、
　前記マウントには、前記ボディ側第１面と前記外装側第１面と前記外装側第２面と前記
外装側第３面とにより形成される前記平面に前記マウントが接した状態で、前記第１締結
部材により前記マウント側第１孔と前記第１貫通孔と前記ボディ側第１孔とを介して前記
ボディ部及び前記第１締結部が共締めされ、前記第２締結部材により前記マウント側第２
孔と前記第２貫通孔と前記ボディ側第２孔とを介して前記ボディ部及び前記第２締結部が
共締めされ、前記第３締結部材により前記マウント側第３孔と前記第３貫通孔と前記ボデ
ィ側第３孔とを介して前記ボディ部及び前記第３締結部が共締めされる受光装置。
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【請求項９】
　請求項８に記載の受光装置において、
　前記ボディ部は、前記ボディ側第１面において前記外装部を介在せずに前記マウントに
締結されている受光装置。
【請求項１０】
　請求項５から請求項９のいずれか一項に記載の受光装置において、
　前記マウントは、前記外装部を介在せずに前記ボディ部を第４締結部材により締結する
ためのマウント側第４孔を有する受光装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の受光装置において、
　前記マウントは、前記外装部を介在せずに前記ボディ部を第５締結部材により締結する
ためのマウント側第５孔と、前記外装部を介在せずに前記ボディ部を第６締結部材により
締結するためのマウント側第６孔とを有し、前記マウント側第４孔と前記マウント側第５
孔と前記マウント側第６孔とが同一円周上に配置されている受光装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の受光装置において、
　前記マウント側第１孔と前記マウント側第２孔と前記マウント側第３孔と前記マウント
側第４孔と前記マウント側第５孔と前記マウント側第６孔とが同一円周上に配置されてい
る受光装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の受光装置において、
　前記受光ユニットから出力された信号を処理する電子部品が実装された実装基板
をさらに備え、
　前記受光ユニットは、フレキシブル基板を介して前記実装基板に接続される受光装置。
【請求項１４】
　請求項１または２に記載の受光装置において、
　前記外装部は、前記マウントの第１の位置に固定され、
　前記マウントの第２の位置が前記ボディ部に固定される受光装置。
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれか一項に記載の受光装置において、
　前記外装部は、前記マウントに固定されている部位以外の部位において、前記ボディ部
に剛接続されていない受光装置。
【請求項１６】
　請求項１から１５のいずれか一項に記載の受光装置において、
　前記外装部と異なる他の外装部は、前記外装部に固定されている受光装置。
【請求項１７】
　請求項１から１５のいずれか一項に記載の受光装置において、
　前記外装部に締結され、前記ボディ部とは締結されていない他の外装部
をさらに備える受光装置。
【請求項１８】
　請求項１６または１７に記載の受光装置において、
　前記外装部は、第１外面および前記第１外面に続く第１側面を有し、
　前記他の外装部は、第２外面および前記第２外面に続く第２側面を有し、
　前記外装部と前記他の外装部とは、前記外装部の前記第１側面および前記他の外装部の
前記第２側面を合わせ面として、前記合わせ面に直交する方向に締結軸を持つ締結部材に
より締結される受光装置。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の受光装置において、
　前記外装部の前記第１側面と前記他の外装部の前記第２側面とはインロー構造で接する
受光装置。
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【請求項２０】
　請求項１６から１９のいずれか一項に記載の受光装置において、
　前記外装部の剛性および前記他の外装部の剛性より高い剛性を有し、外部装置を取り付
ける取付部
をさらに備え、
　前記取付部は、前記外装部および前記他の外装部に締結される受光装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の受光装置において、
　前記取付部は、前記受光装置を支える三脚が取り付けられる三脚座である受光装置。
【請求項２２】
　請求項２０に記載の受光装置において、
　前記取付部は、前記受光装置を吊り下げる吊下部材が取り付けられる吊り環である受光
装置。
【請求項２３】
　請求項２０から２２のいずれか一項に記載の受光装置において、
　前記外装部は、前記取付部が締結された位置から前記マウントが締結された位置へ向か
う方向に延伸するリブを有する受光装置。
【請求項２４】
　請求項１から２３のいずれか一項に記載の受光装置において、
　前記外装部および前記ボディ部は樹脂で形成され、
　前記マウントは、金属で形成される受光装置。
【請求項２５】
　請求項１から２４のいずれか一項に記載の受光装置において、
　前記受光ユニットは、前記マウントに装着された前記交換レンズを通過した光を受光す
る撮像素子を含む撮像ユニットである受光装置。
【請求項２６】
　請求項１から２５のいずれか一項に記載の受光装置において、
　前記ボディ部に固定された第２受光ユニットをさらに備える受光装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、受光装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮像素子を支持するミラーボックスが、カメラボディの主体となるメインフレームに対
し緩衝支持部材により支持されたカメラが知られている。
［先行技術文献］
［特許文献］
　　［特許文献１］　特開２００５－２１５０１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　光学要素が固定される部材が、外装から応力を受け易いという課題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１の態様においては、受光装置は、第１受光ユニットと、第１受光ユニットが固定さ
れているボディ部と、ボディ部の少なくとも一部を覆う第１外装部と、交換レンズを装着
可能であり、ボディ部及び第１外装部が固定されているマウントとを備えることを特徴と
する。
【０００５】
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　なお、上記の発明の概要は、本発明の必要な特徴の全てを列挙したものではない。また
、これらの特徴群のサブコンビネーションもまた、発明となりうる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】撮像装置１０の外観を模式的に示す斜視図である。
【図２】撮像装置１０の組み付けを模式的に示す分解斜視図である。
【図３】ボディ部１００、ボディ側マウント２００および前カバー３００の組み付けを模
式的に示す分解斜視図である。
【図４】撮像装置１０の分解斜視図である。
【図５】撮像装置１０をｘｚ平面で切断した断面図である。
【図６】前カバー３００、上カバー４００および後カバー５００および吊り環６００の組
み付けを模式的に示す分解斜視図である。
【図７】吊り環６００が上カバー４００に位置決めされた状態を示す分解斜視図である。
【図８】前カバー３００、後カバー５００および三脚座７００の組み付けを模式的に示す
分解斜視図である。
【図９】三脚座７００が前カバー３００および後カバー５００に組み付けられた状態を模
式的に示す断面図である。
【図１０】後カバー５００の一部を示す斜視図である。
【図１１】三脚座を組み付ける他の組み付け例を模式的に示す分解斜視図である。
【図１２】三脚座を組み付ける他の組み付け例を模式的に示す分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、発明の実施の形態を通じて本発明を説明するが、以下の実施形態は請求の範囲に
かかる発明を限定するものではない。また、実施形態の中で説明されている特徴の組み合
わせの全てが発明の解決手段に必須であるとは限らない。
【０００８】
　図１は、撮像装置１０の外観を模式的に示す斜視図である。図１は、主として撮像装置
１０の構造物を示す。撮像装置１０は、一眼レフレックスカメラのカメラ本体である。撮
像装置１０は、ボディ部１００と、ボディ側マウント２００と、前カバー３００と、上カ
バー４００と、後カバー５００と、吊り環６００と、基板カバー８００とを備える。
【０００９】
　後述するようにボディ部１００には撮像ユニットが固定される。ボディ側マウント２０
０には交換レンズが装着される。撮像装置１０に係る構成を説明する場合に、交換レンズ
装置の光軸に沿う方向をｚ軸方向と定める。すなわち、被写体光束が入射する方向をｚ軸
方向と定める。被写体光束が入射する方向をｚ軸マイナス方向と定め、その反対方向をｚ
軸プラス方向と定める。また、図１に図示した方向にｘ軸方向、ｙ軸方向を定める。ｘ軸
、ｙ軸、ｚ軸は右手系の直交座標系である。また、ｚ軸プラス方向を前方、前側等と呼ぶ
場合がある。また、ｚ軸マイナス方向を後方、後側等と呼ぶ場合がある。また、ｙ軸プラ
ス方向を上方、上側、上部等と呼ぶ場合がある。ｙ軸プラス方向を下方、下側、下部等と
呼ぶ場合がある。
【００１０】
　図２は、撮像装置１０の組み付けを模式的に示す分解斜視図である。図２は、ボディ部
１００、ボディ側マウント２００、前カバー３００、上カバー４００および後カバー５０
０の組み付けを模式的に示す。
【００１１】
　撮像装置１０の構造について簡単に説明する。前カバー３００は、ボディ部１００の少
なくとも一部を覆う。ボディ部１００は、前カバー３００、上カバー４００、後カバー５
００によって実質的に覆われる。前カバー３００、上カバー４００および後カバー５００
は樹脂で形成される。前カバー３００、上カバー４００および後カバー５００は、樹脂成
形により形成される。ボディ側マウント２００は金属で形成される。ボディ側マウント２
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００は、環形状を有するマウントリングである。ボディ部１００は、樹脂で形成される。
【００１２】
　後で詳述するように、ボディ側マウント２００は、一例として前カバー３００とともに
ボディ部１００に固定される。ボディ側マウント２００が前カバー３００に固定されるこ
とで、前カバー３００においてボディ側マウント２００が固定された部位の剛性が高まる
。したがって、前カバー３００は、ボディ部１００において高い剛性を有する位置に固定
される。ボディ部１００は、他の部位では前カバー３００、上カバー４００および後カバ
ー５００のいずれとも固定されていない。一方、前カバー３００、上カバー４００および
後カバー５００はモノコック構造を有する。前カバー３００、上カバー４００および後カ
バー５００は、合わせ面において互いにインロー構造で接続されている。したがって、前
カバー３００、上カバー４００および後カバー５００のいずれかに加わった応力は、前カ
バー３００、上カバー４００および後カバー５００の全体で受け持つことができるととも
に、ボディ部１００には、ボディ側マウント２００が固定されることによって剛性が高ま
った部位に集中的に応力が伝達される。そのため、前カバー３００、上カバー４００およ
び後カバー５００のいずれかに加わった応力が、ボディ部１００に固定される撮像ユニッ
トの位置決め精度に与える影響を軽減できる。
【００１３】
　図３は、ボディ部１００、ボディ側マウント２００および前カバー３００の組み付けを
模式的に示す分解斜視図である。
【００１４】
　ボディ部１００は、全体としてボックス形状を有する。ボディ部１００は、前面部１０
１と、前面部１０１の反対側の背面部１０２とを有する。背面部１０２は、前面部１０１
よりｚ軸方向マイナス方向に位置する。
【００１５】
　ボディ部１００の背面部１０２には、後述する撮像ユニット１６０が固定される。具体
的には、ボディ部１００の背面部１０２には、ブラケット１７０が固定される。例えば、
ブラケット１７０は、背面部１０２においてボディ部１００に締結される。ブラケット１
７０には、後述する撮像ユニット１６０が固定される。ボディ部１００には、撮像ユニッ
ト１６０の他に、ミラーユニット、シャッタユニット、ファインダユニット、焦点検出ユ
ニット等が固定される。ファインダユニットは、ボディ部１００の上面部１０４に固定さ
れる。焦点検出ユニットは、ボディ部１００において上面部１０４の反対側の面である下
面部１０５に固定される。前カバー３００には、後述する電源ユニット８４０や各種の操
作部材が取り付けられる。
【００１６】
　ボディ部１００は、ボディ側マウント２００が固定される固定部１１０を有する。固定
部１１０は、前面部１０１よりｚ軸プラス方向に突出している。固定部１１０は、前面部
１０１におけるｘｙ平面に平行な第２面１５８よりｚ軸プラス方向に突出した第１面１５
０を有する。ｘｙ平面において固定部１１０は実質的に円形状を有する。固定部１１０は
実質的に円筒の形状を有する。
【００１７】
　固定部１１０の第１面１５０には、凹部１１２、凹部１１４および凹部１１６が形成さ
れている。凹部１１２は、底面１４２を有する。凹部１１４は、底面１４４を有する。凹
部１１６は、底面１４６を有する。第１面１５０は、底面１４２、底面１４４および底面
１４６よりｚ軸プラス方向に位置する。
【００１８】
　固定部１１０において、凹部１１２と凹部１１４との間に凸部１１３が形成される。凹
部１１４と凹部１１６との間に凸部１１５が形成される。凹部１１６と凹部１１２との間
に凸部１１１が形成される。第１面１５０は、凸部１１１の上面１５１、凸部１１３の上
面１５３および凸部１１５の上面１５５を形成する。
【００１９】
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　凸部１１１の上面１５１には、孔１２１が形成されている。凸部１４３の上面１５３に
は、孔１２３が形成されている。凸部１４５の上面１５５には、孔１２５が形成されてい
る。孔１２１には、ビス２３１が挿通される。孔１２３には、ビス２３３が挿通される。
孔１２５には、ビス２３５が挿通される。
【００２０】
　底面１４２には、孔１２２が形成されている。底面１４４には、孔１２４が形成されて
いる。底面１４６には、孔１２６が形成されている。孔１２２には、ビス２３２が挿通さ
れる。孔１２４には、ビス２３４が挿通される。孔１２６には、ビス２３６が挿通される
。
【００２１】
　ボディ側マウント２００は、交換レンズが装着される面である装着面２０１と、装着面
２０１の反対側の面であるマウント固定面２０３と、装着面２０１とマウント固定面２０
３との間の面である側面２０２と、側面２０２の反対側の面である側面２０４とを有する
。
【００２２】
　ボディ側マウント２００には、孔２２１、孔２２２、孔２２３、孔２２４、孔２２５お
よび孔２２６が形成されている。孔２２１、孔２２２、孔２２３、孔２２４、孔２２５お
よび孔２２６は、レンズ装着面２０１からマウント固定面２０３まで貫通する。孔２２１
、孔２２２、孔２２３、孔２２４、孔２２５および孔２２６は、ｚ軸方向に沿ってレンズ
装着面２０１からマウント固定面２０３まで貫通する貫通孔である。
【００２３】
　前カバー３００は、前面部３０１と、前面部３０１よりｚ軸プラス方向に突出し、固定
部１１０を環囲する側部３１０と、側部３１０に続いてｘｙ平面に平行な平面部３４０と
を有する。平面部３４０は開口３３０を有する。ｘｙ平面において開口３３０は実質的に
円形状を有する。ｘｙ平面において、開口３３０の直径は固定部１１０の外径より大きい
。
【００２４】
　前カバー３００は、側部３１０から開口３３０の内側へ突出した前カバー側締結部３０
２を有する。前カバー３００は、側部３１０から開口３３０の内側へ突出した前カバー側
締結部３０４を有する。前カバー３００は、側部３１０から開口３３０の内側へ突出した
前カバー側締結部３０６を有する。前カバー側締結部３０２には、孔３２２が形成されて
いる。前カバー側締結部３０４には、孔３２４が形成されている。前カバー側締結部３０
６には、孔３２６が形成されている。孔３２２は、貫通孔である。孔３２４は、貫通孔で
ある。孔３２６は、貫通孔である。孔３２２には、ビス２３２が挿通される。孔３２４に
は、ビス２３４が挿通される。孔３２６には、ビス２３６が挿通される。ボディ側マウン
ト２００、前カバー３００およびボディ部１００を組み付ける場合に、孔３２２にビス２
３２が挿通され、孔３２４にビス２３４が挿通され、孔３２６にビス２３６が挿通される
。
【００２５】
　前カバー側締結部３０２は、凹部１１２に収容される。前カバー側締結部３０４は、凹
部１１４に収容される。前カバー側締結部３０６は、凹部１１６に収容される。前カバー
側締結部３０２における面３３２は、前カバー側締結部３０２が凹部１１２に収容された
状態において、凹部１１２の底面１４２に対向する面とは反対側の面である。前カバー側
締結部３０４における面３３４は、前カバー側締結部３０４が凹部１１４に収容された状
態において、凹部１１４の底面１４４に対向する面とは反対側の面である。前カバー側締
結部３０６における面３３６は、前カバー側締結部３０６が凹部１１６に収容された状態
において、凹部１１６の底面１４６に対向する面とは反対側の面である。孔３２２は、前
カバー側締結部３０２における面３３２に形成されている。孔３２４は、前カバー側締結
部３０４における面３３４に形成されている。孔３２４は、前カバー側締結部３０６にお
ける面３３６に形成されている。
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【００２６】
　前カバー側締結部３０２が凹部１１２に収容され、前カバー側締結部３０４が凹部１１
４に収容され、前カバー側締結部３０６が凹部１１６に収容された状態において、第１面
１５０と、面３３２と、面３３４と、面３３６とにより平面が形成される。具体的には、
ボディ部１００が有する凸部１１１の上面１５１と、ボディ部１００が有する凸部１１３
の上面１５３と、ボディ部１００が有する凸部１１５の上面１５５と、前カバー側締結部
３０２が有する面３３２と、前カバー側締結部３０４が有する面３３４と、前カバー側締
結部３０６が有する面３３６とにより、ｘｙ平面に平行な平面が形成される。すなわち、
上面１５１、上面１５３、上面１５５、面３３２、面３３４および面３３６を含む平面は
ｘｙ平面に平行となる。ボディ側マウント２００は、第１面１５０、面３３２、面３３４
および面３３６により形成される平面に接した状態で、ビス２３２、ビス２３４、ビス２
３６により前カバー３００およびボディ部１００と共締めされる。具体的には、第１面１
５０、面３３２、面３３４および面３３６により形成される平面にボディ側マウント２０
０のマウント固定面２０３が接した状態で、ボディ側マウント２００、前カバー３００お
よびボディ部１００が共締めされる。
【００２７】
　前カバー側締結部３０２が凹部１１２に収容され、前カバー側締結部３０４が凹部１１
４に収容され、前カバー側締結部３０６が凹部１１６に収容された状態において、ｘｙ平
面において孔３２２が孔１２２の位置に位置決めされ、孔３２４が孔１２４の位置に位置
決めされ、孔３２６が孔１２６の位置に位置決めされる。前カバー側締結部３０２が凹部
１１２に収容され、前カバー側締結部３０４が凹部１１４に収容され、前カバー側締結部
３０６が凹部１１６に収容された状態を、前カバー３００をボディ部１００に対して位置
決めした状態等と呼ぶ場合がある。
【００２８】
　ボディ側マウント２００において、孔２２１は孔１２１に対応する位置に位置する。孔
２２２は孔１２２に対応する位置に位置する。孔２２３は孔１２３に対応する位置に位置
する。孔２２４は孔１２４に対応する位置に位置する。孔２２５は孔１２５に対応する位
置に位置する。孔２２６は孔１２６に対応する位置に位置する。
【００２９】
　例えばｘｙ平面において孔２２１が孔１２１の位置に位置決めされ、孔２２４が孔１２
４の位置に位置決めされるようにボディ側マウント２００とボディ部１００とを位置決め
した場合、ｘｙ平面において孔２２２は孔１２２の位置に位置決めされ、孔２２３は孔１
２３の位置に位置決めされ、孔２２５は孔１２５の位置に位置決めされ、孔２２６は孔１
２６の位置に位置決めされる。このように、ボディ側マウント２００が有する孔２２１、
孔２２２、孔２２３、孔２２４、孔２２５および孔２２６を、それぞれ対応する孔１２１
、孔１２２、孔１２３、孔１２４、孔１２５および孔１２６に位置決めした状態を、ボデ
ィ側マウント２００をボディ部１００に対して位置決めした状態等と呼ぶ場合がある。
【００３０】
　前カバー３００をボディ部１００に対して位置決めし、ボディ側マウント２００をボデ
ィ部１００に対して位置決めした状態で、ビス２３１が孔２２１および孔１２１に挿通さ
れ、ビス２３３が孔２２３および孔１２３に挿通され、ビス２３５が孔２２５および孔１
２５に挿通されて、ビス２３１、ビス２３３およびビス２３５によりボディ側マウント２
００とボディ部１００とが直接に締結される。
【００３１】
　また、前カバー３００をボディ部１００に対して位置決めし、ボディ側マウント２００
をボディ部１００に対して位置決めした状態で、ビス２３２が孔２２２、孔３２２および
孔１２２に挿通され、ビス２３４が孔２２４、孔３２４および孔１２４に挿通され、ビス
２３６が孔２２６、孔３２６および孔１２６に挿通されて、ビス２３２、ビス２３４およ
びビス２３６により、ボディ側マウント２００、前カバー３００およびボディ部１００が
締結される。このように、前カバー側締結部３０２、前カバー側締結部３０４および前カ
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バー側締結部３０６は、ｚ軸方向に沿ってボディ側マウント２００とボディ部１００とに
挟まれた状態で、ビス２３２、ビス２３４およびビス２３６によりボディ側マウント２０
０およびボディ部１００と共締めされる。このように、前カバー３００は、所定方向に沿
ってボディ側マウント２００とボディ部１００とに挟まれた状態で、ビスによりボディ側
マウント２００およびボディ部１００と共締めされる。したがって、前カバー３００は、
所定方向に沿ってボディ側マウント２００とボディ部１００とに挟まれた状態で固定され
る。
【００３２】
　ｘｙ平面において孔２２１、孔２２２、孔２２３、孔２２４、孔２２５および孔２２６
は、同一円周上に位置する。具体的には、ｘｙ平面において孔２２１、孔２２２、孔２２
３、孔２２４、孔２２５、孔２２６は、光軸まわりに６０度ずつずれた位置に形成されて
いる。孔２２１、孔２２３、孔２２５は、正三角形の頂点に位置する。孔２２２、孔２２
４、孔２２６は、正三角形の頂点に位置する。
【００３３】
　このように、ボディ側マウント２００は、全体としてボディ部１００に同一円周上の６
点で締結される。具体的には、ボディ側マウント２００は、ボディ部１００と同一円周上
の３点で直接に締結されるとともに、前カバー３００を間に挟んで同一円周上の他の３点
で締結される。前カバー３００は、ボディ側マウント２００に３点で締結されるとともに
、同じ３点でボディ部１００にも締結される。
【００３４】
　このように、前カバー３００がおよびボディ部１００がボディ側マウント２００に固定
されるので、前カバー３００からボディ部１００に応力が伝達されにくくなる。例えば、
ボディ側マウント２００、前カバー３００およびボディ部１００が共締めされるので、ボ
ディ部１００にねじれ応力が生じにくい。そのため、前カバー３００が応力を受けた場合
にボディ部１００が変形しにくい。したがって、受光ユニットの一例である撮像ユニット
１６０の位置決め精度の低下を抑制できる。
【００３５】
　前カバー３００が有する前カバー側締結部３０２、前カバー側締結部３０４および前カ
バー側締結部３０６は、ボディ側マウント２００と締結される外装側締結部の一例である
。ビス２３２、ビス２３４およびビス２３６は、ボディ側マウント２００、前カバー３０
０が有する締結部およびボディ部１００を共締めする第１締結部材の一例である。ビス２
３１、ビス２３３およびビス２３５は、ボディ部１００を前カバー３００と締結すること
なくボディ部１００をボディ側マウント２００に締結する第２締結部材の一例である。
【００３６】
　固定部１１０において凹部１１２の底面に位置する孔１２２は、ビスによりボディ側マ
ウント２００および前カバー３００と共締めされる第１締結部の一例である。固定部１１
０において凸部１１１に位置する孔１２１は、前カバー３００と締結されることなくボデ
ィ側マウント２００と締結される第２締結部の一例である。すなわち、ボディ部１００が
有する第１締結部は、外装側締結部を収容する凹部の底部に位置し、外装側締結部が凹部
に収容された状態で、ビスによりボディ側マウント２００と共締めされる。
【００３７】
　上述したように、前カバー側締結部３０２、前カバー側締結部３０４および前カバー側
締結部３０６がそれぞれ対応する凹部１１２、凹部１１４および凹部１１６に収容された
状態において、ボディ部１００が有する第１面１５０と、前カバー３００が有する面３３
２、面３３４および面３３６とにより、ボディ側マウント２００のマウント固定面２０３
に接する平面が形成される。しかし、ボディ部１００が有する第１面１５０と、前カバー
３００が有する面３３２、面３３４および面３３６とにより、平面が形成されていなくて
もよい。ボディ部１００が有する第１面１５０と、前カバー３００が有する面３３２、面
３３４および面３３６とにより形成される面の面形状は、ボディ側マウント２００のマウ
ント固定面２０３の面形状に対応する形状であってよい。前カバー側締結部３０２、前カ
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バー側締結部３０４および前カバー側締結部３０６は、それぞれ対応する凹部１１２、凹
部１１４および凹部１１６に一部が収容されてよい。前カバー側締結部３０２、前カバー
側締結部３０４および前カバー側締結部３０６がそれぞれ対応する凹部１１２、凹部１１
４および凹部１１６に一部が収容された状態において、前カバー側締結部３０２の面３３
２、前カバー側締結部３０４の面３３４および前カバー側締結部３０６の面３３６は、第
１面１５０からｚ軸プラス方向に突出してよい。したがって、前カバー側締結部３０２、
前カバー側締結部３０４および前カバー側締結部３０６は、それぞれ対応する凹部１１２
、凹部１１４および凹部１１６に少なくとも一部が収容されてよい。
【００３８】
　なお、前カバー３００は、ボディ部１００においてボディ側マウント２００が固定され
た部位の近傍の部位であれば、ボディ部１００に固定されてよい。例えば、前カバー３０
０は、前面部３０１よりｚ軸プラス方向に突出した部位が、ボディ部１００のうち前面部
３０１よりｚ軸プラス方向に突出した部位に固定されてよい。例えば、前カバー３００の
側部３１０が、固定部１１０に固定されてよい。また、前カバー３００が、ボディ側マウ
ント２００がボディ部１００に固定される固定面（例えば、第１面１５０）に略平行であ
り、かつ、ｘｙ平面において前面部３０１より光軸側に位置する面を有する場合、当該平
面がボディ部１００に固定されてよい。例えば、前カバー３００の面３０８が前面部１０
１の面１５８に締結されてよい。
【００３９】
　また、ボディ部１００においてボディ側マウント２００が固定された部位から予め定め
られた距離以下しか離れていなければ、前カバー３００の前面部３０１とボディ部１００
とが固定されていてもよい。この場合、前カバー３００とボディ部１００とが固定される
位置は、ボディ側マウント２００の外環に接する矩形で囲まれる範囲内にあることが好ま
しい。すなわち、ｘｙ平面において光軸からボディ側マウント２００の外環までの距離を
ｒとしたとき、前カバー３００とボディ部１００とが固定される位置と光軸との間の距離
が、２の平方根をｒに乗じた値以下であることが好ましい。前カバー３００の側部３１０
をボディ部１００に固定する場合においても、前カバー３００とボディ部１００とが固定
される位置と光軸との間の距離が、２の平方根をｒに乗じた値以下であることが好ましい
。
【００４０】
　交換レンズをボディ側マウント２００に装着する装着機構について簡単に説明する。交
換レンズは、バヨネット機構によってボディ側マウント２００に装着される。ボディ側マ
ウント２００は、爪部２８１および爪部２８２を有する。爪部２８１および爪部２８２は
、交換レンズをボディ側マウント２００に装着するために用いられる。ボディ側マウント
２００は、交換レンズを装着面２０１に装着するために用いられる３個の爪部を有する。
図３に図示される爪部２８１および爪部２８２は、ボディ側マウント２００が有する３個
の爪部のうちの２つの爪部である。ボディ側マウント２００が有する３個の爪部を、単に
爪部と総称する場合がある。
【００４１】
　爪部２８１および爪部２８２は、ボディ側マウント２００の側面２０４に設けられる。
爪部２８１および爪部２８２は、ボディ側マウント２００の開口２３０の内側に向かって
突出している。ボディ側マウント２００の側面２０４において、爪部２８１と爪部２８１
に隣接する爪部２８２との間に段差部２８４が形成される。段差部２８４は、側面２０４
において開口２３０の内側に突出していない部分である。ボディ側マウント２００の側面
２０４には、隣接する爪部の間に、段差部２８４と同様の段差部が形成される。したがっ
て、ボディ側マウント２００の側面２０４には、段差部が３つ形成される。
【００４２】
　交換レンズは、ボディ側マウント２００に装着するためのレンズ側マウントを有する。
交換レンズのレンズ側マウントは、交換レンズをボディ側マウント２００に装着するため
の３つの爪部を有する。交換レンズのレンズ側マウントが有する３つの爪部を、レンズ側
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爪部と総称する場合がある。
【００４３】
　交換レンズをボディ側マウント２００に装着する場合、前カバー３００に設けられた着
脱指標３９４と交換レンズに設けられた着脱指標とをｚ軸周りにおいて位置合わせした状
態で、交換レンズをボディ側マウント２００の開口２３０に挿入する。交換レンズの着脱
指標と着脱指標３９４とが位置合わせされた状態では、交換レンズのレンズ側爪部は、ｘ
ｙ平面内においてボディ側マウント２００の段差部２８４に位置する。
【００４４】
　したがって、交換レンズの着脱指標と着脱指標３９４とが位置合わせされた状態で、交
換レンズをボディ側マウント２００の開口２３０に挿入すると、交換レンズのレンズ側爪
部は、ボディ側マウント２００の段差部２８４をｚ軸マイナス方向に通過して、対応する
爪部の後方の位置まで挿入される。この状態で交換レンズをｚ軸まわりに回転させると、
交換レンズの３つのレンズ側爪部は、ボディ側マウント２００の対応する爪部の後方に入
り込む。交換レンズのｚ軸まわりの回転は、交換レンズのカメラマウントの一部が爪部２
８１の端部２８８に接触して規制される。
【００４５】
　マウント固定面２０３とボディ部１００が有する第１面１５０との間に挟まれることで
、ボディ側マウント２００の装着面２０１にレンズ側マウントの装着面を密着させるため
の板バネが固定される。板バネは、板バネがマウント固定面２０３に固定された面よりｚ
軸マイナス方向に突出した突出部分を有し、交換レンズのレンズ側マウントが板バネの突
出部分によってｚ軸マイナス方向に付勢される。これにより、交換レンズがボディ側マウ
ント２００に対してｚ軸方向に沿う方向に動くことが規制される。交換レンズのレンズ側
マウントの装着面は、ボディ側マウント２００の装着面２０１に接触した状態で密着する
。このようにして、交換レンズは、バヨネット機構によってボディ側マウント２００に装
着される。
【００４６】
　装着面２０１は、フランジバックを定める基準面である。ｚ軸方向に沿う方向における
装着面２０１と撮像素子の撮像面との間の距離によって、フランジバックが定まる。
【００４７】
　ボディ側マウント２００には、ボディ側マウント２００の装着面２０１からマウント固
定面２０３まで貫通するピン孔２９０が形成されている。ピン孔２９０には、交換レンズ
がボディ側マウント２００に対して回転することを制限するロックピンが挿通される。ロ
ックピンは、バネの付勢力によってｚ軸プラス方向に付勢されている。ピン孔２９０には
、ボディ側マウント２００がボディ部１００に固定された場合、ロックピンは装着面２０
１からｚ軸プラス方向に突出する。交換レンズのレンズ側マウントにはピン孔が形成され
ている。装着面２０１からｚ軸プラス方向に突出したロックピンの一部は、交換レンズの
ピン孔に挿入される。ロックピンの一部が交換レンズのピン孔に挿入されることにより、
ボディ側マウント２００に装着された交換レンズがｚ軸周りに回転することが制限される
。
【００４８】
　前カバー３００には、ロック解除ボタンを外部に露出する開口３９０が形成されている
。ロック解除ボタンが押し込まれると、ロックピンは、ロック解除ボタンの変位に連動し
て、バネの付勢力に抗してｚ軸マイナス方向に変位する。ロックピンの全体が装着面２０
１よりｚ軸マイナス方向まで変位すると、交換レンズをｚ軸まわりに回転させることが可
能になる。
【００４９】
　交換レンズがボディ側マウント２００に装着されている場合、交換レンズを通過した光
は、ボディ側マウント２００が有する爪部より内側を通過することができる。ボディ側マ
ウント２００の爪部は、マウントの口径を定める。マウントの口径は、ｘｙ平面における
ｚ軸と爪部との間の距離の２倍の値で定まる。
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【００５０】
　着脱指標３９４は、前カバー３００における着脱指標３９４の周囲の色とは異なる色で
着色されていてよい。なお、前カバー３００に着脱指標３９４が設けられるとした。しか
し、ボディ側マウント２００に同様の着脱指標が設けられてもよい。例えば、ボディ側マ
ウント２００の装着面２０１に、着脱指標が形成されてもよい。着脱指標３９４は、ボデ
ィ側マウント２００の装着面２０１より陥没した箇所に形成される。
【００５１】
　なお、上記の例では、ｘｙ平面において、ボディ側マウント２００が有する孔２２１、
孔２２２、孔２２３、孔２２４、孔２２５および孔２２６が同一円周上に位置する場合を
例示した。孔２２２、孔２２４および孔２２６が同一円周上に位置してよい。孔２２１、
孔２２３および孔２２５が同一円周上に位置してよい。ここで、孔２２１、孔２２３およ
び孔２２５を通る円の中心は、孔２２２、孔２２４および孔２２６を通る円の中心と一致
していることが好ましい。例えば、孔２２１、孔２２３および孔２２５を通る円の直径と
、孔２２２、孔２２４および孔２２６を通る円の直径とは、同じであってよいし、異なっ
ていてもよい。例えば、孔２２１、孔２２３および孔２２５のそれぞれの孔の中心を通る
円の直径と、孔２２２、孔２２４および孔２２６のそれぞれの孔の中心を通る円の直径と
は、同じであってよいし、異なってよい。なお、孔２２１、孔２２３および孔２２５を通
る円の直径と、孔２２２、孔２２４および孔２２６を通る円の直径とが異なる場合、孔２
２２、孔２２４および孔２２６を通る円の直径が、孔２２１、孔２２３および孔２２５を
通る円の直径より大きくてよい。なお、孔２２１、孔２２２、孔２２３、孔２２４、孔２
２５および孔２２６の位置関係は上述した例に限られない。例えば、孔２２１、孔２２２
、孔２２３、孔２２４、孔２２５および孔２２６は、装着面２０１に形成されていれば、
装着面２０１におけるどの位置にあってもよい。
【００５２】
　なお、孔３２２は貫通孔でなくてよい。この場合、孔３２２はめねじであってよい。孔
３２２は、前カバー側締結部３０２を貫通するめねじであってもよい。孔３２４は貫通孔
でなくてよい。この場合、孔３２４はめねじであってよい。孔３２４は、前カバー側締結
部３０４を貫通するめねじであってもよい。孔３２６は貫通孔でなくてよい。この場合、
孔３２６はめねじであってよい。孔３２６は、前カバー側締結部３０２を貫通するめねじ
であってもよい。孔３２２が貫通孔でない場合、ボディ部１００は孔１２２を有しなくて
よい。孔３２４が貫通孔でない場合、ボディ部１００は孔１２４を有しなくてよい。孔３
２６が貫通孔でない場合、ボディ部１００は孔１２６を有しなくてよい。
【００５３】
　孔３２２がめねじである場合、ボディ側マウント２００と前カバー側締結部３０２とが
ビス２３２により締結される。この場合、前カバー側締結部３０２とボディ部１００とは
締結されなくてよい。孔３２４がめねじである場合、ボディ側マウント２００と前カバー
側締結部３０４とがビス２３４により締結される。この場合、前カバー側締結部３０２と
ボディ部１００とは締結されなくてよい。孔３２６がめねじである場合、ボディ側マウン
ト２００と前カバー側締結部３０６とがビス２３６により締結される。この場合、前カバ
ー側締結部３０６とボディ部１００とは締結されなくてよい。
【００５４】
　孔１２１、孔１２２、孔１２３、孔１２４、孔１２５、孔１２２および孔１２６は、貫
通孔でなくてよい。孔１２１、孔１２２、孔１２３、孔１２４、孔１２５、孔１２２およ
び孔１２６は、貫通孔でなくてよい。この場合、孔１２１、孔１２２、孔１２３、孔１２
４、孔１２５、孔１２２および孔１２６は、めねじであってよい。
【００５５】
　撮像装置１０においては、前カバー３００、上カバー４００および後カバー５００の３
個のカバーによって撮像装置１０の外装が形成される。しかし、撮像装置１０の外装は２
個のカバーで形成されてよい。撮像装置１０の外装は２個のカバーで形成されてよい。撮
像装置１０の外装が２個のカバーで形成される場合、ボディ部１００は当該２個のカバー
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によって覆われる。撮像装置１０の外装は４個のカバーで形成されてよい。撮像装置１０
の外装が４個のカバーで形成される場合、ボディ部１００は当該４個のカバーによって覆
われる。撮像装置１０の外装は２個以上のカバーで形成されてよい。
【００５６】
　上述したように、ボディ側マウント２００は金属で形成され、前カバー３００は樹脂で
形成される。しかし、ボディ側マウント２００の剛性は前カバー３００の剛性より高けれ
ばよく、ボディ側マウント２００を形成する材料は金属に限られない。例えば、ボディ側
マウント２００は樹脂で形成されてよい。同様に、前カバー３００を形成する材料は樹脂
に限られない。例えば、前カバー３００は金属で形成されてよい。
【００５７】
　図４は、撮像装置１０の分解斜視図である。図４は、電子部品基板８２０、電源ユニッ
ト８４０および撮像ユニット１６０とともに、ボディ部１００、前カバー３００、上カバ
ー４００および後カバー５００を示す。
【００５８】
　撮像ユニット１６０は、被写体からの光を受光する撮像素子を有する。撮像ユニット１
６０は、ブラケット１７０に締結されてブラケット１７０に固定される。このように、撮
像ユニット１６０は、ブラケット１７０を介してボディ部１００に固定される。
【００５９】
　電子部品基板８２０には、撮像ユニット１６０が有する撮像素子から出力された信号を
処理する電子部品が実装されている。撮像ユニット１６０と電子部品基板８２０との間は
、フレキシブルプリント基板等の配線基板を介して接続される。
【００６０】
　電源ユニット８４０は、撮像装置１０の各部に電力を供給する。電源ユニット８４０か
らの電力は、フレキシブルプリント基板等の配線基板を介して電子部品基板８２０に供給
される。電源ユニット８４０からの電力は、電子部品基板８２０を介して、撮像ユニット
１６０に供給されてよい。
【００６１】
　前カバー３００には、基板カバー８００が固定される。基板カバー８００は、電子部品
基板８２０が固定される。
【００６２】
　上述したように、前カバー３００は、ボディ部１００の固定部１１０においてビス止め
されて剛接続される。前カバー３００は、固定部１１０以外の部位において、ボディ部１
００に剛接続されていない。例えば前カバー３００に応力が加わった場合に、基板カバー
８００、電子部品基板８２０および配線基板を介してボディ部１００の背面部１０２へ伝
達される応力は、前面部１０１の固定部１１０へ伝達される応力より極めて小さい。ボデ
ィ部１００の固定部１１０は、固定部１１０にボディ側マウント２００が固定されている
ので、背面部１０２より高い剛性を持つ。そのため、固定部１１０に応力が伝達されても
、ボディ部１００が大きく変形することがない。そのため、前カバー３００に応力が加わ
ることにより生じる撮像ユニット１６０の位置決め精度への影響を、著しく軽減すること
ができる。
【００６３】
　図５は、撮像装置１０をｘｚ平面で切断した断面図である。図５においては、前カバー
３００と、上カバー４００と、後カバー５００とを示す。
【００６４】
　前カバー３００と上カバー４００とは、インロー構造で接続される。前カバー３００と
上カバー４００とが接続される接続部４０１において、上カバー４００は、前カバー３０
０との合わせ面からｚ軸プラス方向に突出する凸部４５０を有する。前カバー３００は、
上カバー４００との合わせ面からｚ軸プラス方向に凹んだ凹部３５０を有する。前カバー
３００と上カバー４００とは、前カバー３００の凹部３５０と上カバー４００の凸部４５
０とが嵌り合うことにより接続される。
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【００６５】
　前カバー３００と後カバー５００とは、インロー構造で接続される。前カバー３００と
後カバー５００とが接続される接続部４０２において、上カバー４００は、後カバー５０
０との合わせ面からｚ軸マイナス方向に突出する凸部４６０を有する。後カバー５００は
、上カバー４００との合わせ面からｚ軸マイナス方向に凹んだ凹部５６０を有する。後カ
バー５００と上カバー４００とは、後カバー５００の凹部５６０と上カバー４００の凸部
４６０とが嵌り合うことにより接続される。
【００６６】
　前カバー３００と上カバー４００とが接続される接続部４０３においても同様に、前カ
バー３００と上カバー４００とはインロー構造で接続される。後カバー５００と上カバー
４００とが接続される接続部４０４においても同様に、後カバー５００と上カバー４００
とはインロー構造で接続される。
【００６７】
　図５では図示されていないが、上述したように前カバー３００と後カバー５００との間
の合わせ面においても、前カバー３００と後カバー５００とはインロー構造で接続される
。このように、前カバー３００と上カバー４００とは、前カバー３００と上カバー４００
との合わせ面に沿ってインロー構造で接続される。また、上カバー４００と後カバー５０
０とは、上カバー４００と後カバー５００との合わせ面に沿ってインロー構造で接続され
る。また、前カバー３００と後カバー５００とは、前カバー３００と後カバー５００との
合わせ面に沿ってインロー構造で接続される。このように、前カバー３００、上カバー４
００および後カバー５００は、他のカバーとの合わせ面に沿ってインロー構造で接続され
る。そのため、前カバー３００、上カバー４００および後カバー５００のいずれかに応力
が加わった場合に、他のカバーとの間の合わせ面に平行な方向に生じるずれを抑制できる
。
【００６８】
　前カバー３００、上カバー４００および後カバー５００で形成される外装部は、応力を
受け持つモノコック構造を有する。上述したように、前カバー３００、上カバー４００お
よび後カバー５００は、インロー構造で互いに接続される合わせ面を有するので、前カバ
ー３００、上カバー４００および後カバー５００等の複数の部材で形成してもモノコック
構造を保つことができる。
【００６９】
　なお、ボディ部１００の重さは、撮像装置１０が有する他の部材の重さと略同一である
ことが好ましい。ボディ部１００の重さを、撮像装置１０が有する他の部材の重さと略同
一にすることで、ボディ部１００においてシャッタやミラー等が動作することで生じた振
動を減衰させることができる。ボディ部１００の重さと他の部材の重さとの誤差は、５％
以内であることが好ましい。ボディ部１００の重さと他の部材の重さとが異なる場合、ボ
ディ部１００が他の部材より重いことが好ましい。
【００７０】
　図６は、前カバー３００、上カバー４００および後カバー５００および吊り環６００の
組み付けを模式的に示す分解斜視図である。図７は、吊り環６００が上カバー４００に位
置決めされた状態を示す分解斜視図である。
【００７１】
　後カバー５００は、ビス孔５１１、ビス孔５１２、ビス孔５１３、ビス孔５１４および
ビス孔５１５を有する。ビス孔５１１、ビス孔５１２、ビス孔５１３、ビス孔５１４およ
びビス孔５１５は、それぞれｚ軸方向に沿って形成されている。上カバー４００は、ビス
孔４１３、ビス孔４１４およびビス孔４１５を有する。ビス孔４１３、ビス孔４１４およ
びビス孔４１５は、それぞれｚ軸方向に沿って形成されている。前カバー３００は、ビス
孔３１１およびビス孔３１２を有する。ビス孔３１１およびビス孔３１２は、それぞれｚ
軸方向に沿って形成されている。
【００７２】
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　上カバー４００と後カバー５００とは、ビス孔４１３とビス孔５１３とを位置決めし、
ビス孔４１４とビス孔５１４とを位置決めし、ビス孔４１５とビス孔５１５とを位置決め
した状態でそれぞれビスにより締結される。前カバー３００と後カバー５００とは、ビス
孔３１１とビス孔５１１とが位置決めされた状態でビスにより締結される。
【００７３】
　また、前カバー３００および後カバー５００には、吊り環６００が固定される。吊り環
６００は、金属で形成される。吊り環６００は、撮像装置１０を吊すストラップを取り付
けるための金具である。
【００７４】
　吊り環６００は、前側締結部６１０と、後側締結部６２０と、前側締結部６１０と後側
締結部６２０とを連結する連結部６３０と、環状部６４０とを有する。吊り環６００は、
上カバー４００に形成された開口部４８０から環状部６４０を突出させた状態で固定され
る。環状部６４０には、ストラップを取り付けることができる。環状部６４０には、スト
ラップを取り付ける三角環等の取り付け金具を介して、ストラップが取り付けられてよい
。
【００７５】
　前側締結部６１０は、後側締結部６２０よりｚ軸プラス方向に位置する。前側締結部６
１０は、連結部６３０からｙ軸プラス方向に延伸し、ｘｙ平面に平行な面を持つ。後側締
結部６２０は、連結部６３０からｙ軸マイナス方向に延伸し、ｘｙ平面に平行な面を持つ
。連結部６３０は、ｚ軸方向に延伸する。連結部６３０は、前側締結部６１０の上部と、
後側締結部６２０の下部とを連結する。
【００７６】
　前側締結部６１０は、ｚ軸方向に沿って形成されたビス孔６１２を有する。後側締結部
６２０は、ｚ軸方向に沿って形成されたビス孔６２２を有する。
【００７７】
　前カバー３００と吊り環６００とは、ビス孔３１２とビス孔６１２とを位置決めした状
態でビスにより締結される。吊り環６００と後カバー５００とは、ビス孔６２２とビス孔
５１２とを位置決めした状態でビスにより締結される。このように、前カバー３００と後
カバー５００とは、吊り環６００を介して固定される。
【００７８】
　上述したように、上カバー４００と後カバー５００とは、ｚ軸方向に略直交する合わせ
面を有する。そして、上カバー４００と後カバー５００とは、ｚ軸方向に沿う締結軸を有
するビスにより締結される。同様に、前カバー３００と後カバー５００とは、ｚ軸方向に
略直交する合わせ面を有する。そして、前カバー３００と後カバー５００とは、ｚ軸方向
に沿う締結軸を有するビスにより締結される。このため、合わせ面での滑りを更に抑制で
きる。図６、図７では図示されていないが、前カバー３００と上カバー４００とは、ｚ軸
方向に沿う締結軸を有するビスにより締結される。
【００７９】
　上述したように、前カバー３００、上カバー４００および後カバー５００は、互いの合
わせ面に直交する締結軸を有するので、いずれかのカバーに加えられた応力を他のカバー
にきちんと伝達することができる。そのため、外装部を前カバー３００、上カバー４００
および後カバー５００等の複数の部材で形成してもモノコック構造を保つことができる。
そのため、前カバー３００、上カバー４００および後カバー５００のいずれかのカバーに
加わった応力を、他のカバーに分散することができる。例えば、外部から後カバー５００
に応力が加えられた場合、後カバー５００に外部から加えられた応力を前カバー３００お
よび上カバー４００に分散することができる。したがって、後カバー５００が受ける応力
値を小さくすることができる。このように、前カバー３００、上カバー４００および後カ
バー５００のいずれかのカバーに応力が集中することを抑制することができるので、いず
れかのカバーが破壊することを抑制できる。したがって、耐衝撃性を高めることができる
。また、支持部材を省略することができるので、撮像装置１０を軽量化することができる
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。また、前カバー３００、上カバー４００および後カバー５００に多少の寸法誤差があっ
たとしても、互いの合わせ面で各カバーを隙間無く合わせることができる。そのため、撮
像装置１０の外観上の品質を高めることができる。
【００８０】
　また、前カバー３００には、吊り環６００の一端が固定され、後カバー５００には吊り
環６００の他端が固定される。吊り環６００には、取り付けられたストラップから応力が
加わるが、吊り環６００が前カバー３００および後カバー５００の双方に固定されている
ので、吊り環６００に加わる応力を前カバー３００および後カバー５００へ分散させるこ
とができる。
【００８１】
　また、前カバー３００、上カバー４００、後カバー５００を互いに締結するためのビス
孔は、撮像装置１０の全体的な外観形状としての角部に設けられる。例えば撮像装置１０
は全体としてボックス形状を有するが、後カバー５００において、ビス孔５１１およびビ
ス孔５１２は、ボックス形状の角部に設けられる。そのため、応力を２辺に分散すること
ができ、ビス等の締結部材の数を削減できる。また、ビス孔５１３およびビス孔５１４は
、上カバー４００が有するファインダ部開口５９０の角部に設けられる。また、上カバー
４００において、ビス孔４１３およびビス孔４１４は、アクセサリシュー４７０の近傍に
位置する。ビス孔４１３およびビス孔４１４は、アクセサリシュー４７０に外部アクセサ
リを装着することで応力が加わった場合に、応力を分散させることができる位置に配置さ
れる。例えば、ビス孔４１３およびビス孔４１４は、アクセサリシュー４７０に装着した
外部アクセサリから加わる応力が予め定められた値より高い場所に配置される。例えば、
ビス孔４１３およびビス孔４１４は、外部アクセサリから加わる応力ラインの近傍に配置
される。
【００８２】
　図８は、前カバー３００、後カバー５００および三脚座７００の組み付けを模式的に示
す分解斜視図である。図９は、三脚座７００が前カバー３００および後カバー５００に組
み付けられた状態を模式的に示すｙｚ断面の断面図である。
【００８３】
　前カバー３００は、三脚座７００の一部が載置される載置面３７０にリブ３８１および
リブ３８２を有する。リブ３８１とリブ３８２とは、ｘ軸方向に離間して設けられる。リ
ブ３８１およびリブ３８２は、固定部１１０の位置へ向かう方向に延伸する。三脚座７０
０は、リブ３８１とリブ３８２との間に一部が挟まれて収容される。前カバー３００は、
固定部１１０へ延伸するリブ３８３およびリブ３８４を更に有する。リブ３８３およびリ
ブ３８４は、ｘ軸方向においてはリブ３８１とリブ３８２との間に位置する。リブ３８３
およびリブ３８４は、ｚ軸方向においては三脚座７００が固定される位置と固定部１１０
との間に位置する。
【００８４】
　載置面３７０には、ビス孔３７１およびビス孔３７２が形成されている。載置面３７０
には、ｘｚ平面において半円形状を有する切欠部３７５が形成されている。
【００８５】
　後カバー５００において、三脚座７００の一部が載置される載置面５７０には、ビス孔
５７３およびビス孔５７５が形成されている。載置面５７０は、リブ５８１およびリブ５
８２を有する。リブ５８１およびリブ５８２は、ｚ軸方向に延伸する。前カバー３００と
後カバー５００とが位置合わせされた場合に、リブ５８１は、リブ３８１のｘ軸マイナス
方向の位置でリブ３８１に隣接する。リブ５８２は、リブ３８２のｘ軸プラス方向の位置
でリブ３８２に隣接する。リブ３８１およびリブ３８２が載置面３７０から突出した高さ
は、リブ５８１およびリブ５８２が載置面５７０から突出した高さより高いことが好まし
い。
【００８６】
　載置面５７０には、ｘｚ平面において半円形状を有する切欠部５７５が形成されている
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。前カバー３００と後カバー５００とが位置合わせされた場合に、切欠部３７５および切
欠部５７５は、三脚座７００に三脚を取り付けるための取付部７７０を収容する収容口５
８５が形成される。
【００８７】
　三脚座７００には、ビス孔７０１、ビス孔７０２、ビス孔７０３およびビス孔７０４が
形成されている。ビス孔７０１はビス孔３７１に対応し、ビス孔７０２はビス孔３７２に
対応し、ビス孔７０３はビス孔５７３に対応し、ビス孔７０４はビス孔５７４に対応する
。具体的には、三脚座７００がリブ３８１とリブ３８２との間に挟まれて載置面３７０上
に載置された状態において、ビス孔７０１がビス孔３７１の位置に位置決めされ、ビス孔
７０２がビス孔３７２の位置に位置決めされる。また、前カバー３００と後カバー５００
とが位置決めされた状態において、ビス孔７０３がビス孔５７３の位置に位置決めされ、
ビス孔７０４がビス孔５７４の位置に位置決めされる。前カバー３００および後カバー５
００が位置合わせされた状態において、三脚座７００はビス孔７０１およびビス孔７０２
にビスが挿通されて前カバー３００に締結される。また、三脚座７００はビス孔７０３お
よびビス孔７０４にビスが挿通されて後カバー５００に締結される。
【００８８】
　なお、リブ３８１およびリブ３８２は、載置面３７０のｚ軸マイナス方向に位置する縁
部よりｚ軸マイナス方向に突出する。リブ５８１およびリブ５８２は、載置面５７０のｚ
軸プラス方向に位置する縁部よりｚ軸プラス方向に突出する。したがって、前カバー３０
０と後カバー５００とが接続された部位が三脚座７００から離れる方向に変形することを
抑制できる。
【００８９】
　このように、前カバー３００には、三脚座７００の一端が固定され、後カバー５００に
は三脚座７００の他端が固定される。三脚座７００には、装着された三脚から応力が加わ
るが、三脚座７００が前カバー３００および後カバー５００の双方に締結されているので
、三脚座７００に加わる応力を前カバー３００および後カバー５００へ分散させることが
できる。
【００９０】
　また、前カバー３００は、リブ３８１、リブ３８２、リブ３８３およびリブ３８４を有
するので、三脚座７００を介して加わった応力によって前カバー３００が変形することを
抑制できる。特に、リブ３８１、リブ３８２、リブ３８３およびリブ３８４は、三脚座７
００が固定される部位の近傍から固定部１１０の近傍まで延伸している。そのため、三脚
座７００が固定される部位と、固定部１１０との間に局所的に応力が集中して前カバー３
００が局所的に撓むことを抑制できる。
【００９１】
　なお、三脚座７００のｚ軸方向の長さは、三脚座７００のｘ軸方向の長さより長い。三
脚座７００から加わる応力が集中することを避けるためには、三脚座７００のｚ軸方向の
長さはより長いことがより望ましい。三脚座７００は、固定部１１０のより近くまで延伸
していることがより望ましい。
【００９２】
　前カバー３００を樹脂成形により形成する場合、リブ３８１、リブ３８２、リブ３８３
およびリブ３８４にウエルドが生じないように形成することが望ましい。特に、ウエルド
ラインがリブ３８１、リブ３８２、リブ３８３およびリブ３８４の延伸方向に交差しない
ようにすることが好ましい。リブ３８１、リブ３８２、リブ３８３およびリブ３８４の延
伸方向に並行に樹脂が流動するようにゲートを配置することが好ましい。また、固定部１
１０からリブ３８１、リブ３８２、リブ３８３およびリブ３８４まで連結したゲート湯口
を金型に配置することが好ましい。また、リブ３８１、リブ３８２、リブ３８３およびリ
ブ３８４を形成するように樹脂を導く壁を形成してもよい。
【００９３】
　図１０は、後カバー５００の一部を示す斜視図である。図１０は、後カバー５００にお
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ける開口部５２０および底部を特に示す。開口部５２０は、表示装置の表示面を撮像装置
１０から外に露出するための開口である。
【００９４】
　後カバー５００は、開口部５２０の下方に位置するリブ５４０を有する。リブ５４０は
、ｘ軸方向に延伸する。リブ５４０のｘ軸方向の長さは、開口部５２０のｘ軸方向の長さ
より長い。リブ５４０は、ｘ軸マイナス方向における開口部５２０の端部よりｘ軸マイナ
ス方向に延伸する。リブ５４０は、ビス孔５１１が形成された締結部５２１まで延伸する
。
【００９５】
　リブ５４０上には、表示装置を支持する支持部５５１および支持部５５２が設けられて
いる。支持部５５１および支持部５５２には、表示装置の下部に接触して表示装置を支持
する。
【００９６】
　リブ５８１およびリブ５８２は、リブ５４０まで延伸している。そのため、載置面５７
０において局所的に応力が集中することを抑制できる。
【００９７】
　図１１は、三脚座を組み付ける他の組み付け例を模式的に示す分解斜視図である。本組
み付け例においては、三脚座１１７０が固定される三脚座固定部材１１８０が、ボディ側
マウント２００およびボディ部１１００と共締めされる。
【００９８】
　ボディ側マウント２００は、図１から図１０に関連して説明したボディ側マウント２０
０と同様の構成を有する。ボディ部１１００は、ボディ部１００と同様に、樹脂で形成さ
れる。三脚座固定部材１１８０および三脚座１１７０は、金属で形成される。三脚座１１
７０は、三脚を取り付けるための取付金具である。
【００９９】
　三脚座固定部材１１８０は、固定部１１５０と、三脚座取付部１１４０とを有する。三
脚座固定部材１１８０は、ｙｚ平面で切断した場合に全体としてＬ字形状を有する。三脚
座固定部材１１８０とボディ部１１００とが位置合わせされた場合、三脚座取付部１１４
０は、ボディ部１１００の下方に位置する。
【０１００】
　三脚座取付部１１４０には、４つのめねじ１１４めねじ１１４１、めねじ１１４２、め
ねじ１１４３およびめねじ１１４４が形成されている。三脚座１１７０には、貫通孔であ
る孔１１７２、孔１１７３および孔１１７４を含む４つの孔が形成されている。三脚座１
１７０が三脚座取付部１１４０に対して位置合わせされた場合に、三脚座取付部１１４０
に形成された４つのビス孔は、三脚座１１７０に形成された４つの孔１１７２のうちの対
応する一つの孔の位置に位置決めされる。例えば、めねじ１１４２は孔１１７２の位置に
位置決めされ、めねじ１１４３は孔１１７３の位置に位置決めされ、めねじ１１４４は孔
１１７４の位置に位置決めされる。この状態で、ビス１１８１がめねじ１１４１まで挿通
され、ビス１１８２がめねじ１１４２まで挿通され、ビス１１８３がめねじ１１４３まで
挿通され、ビス１１８４がめねじ１１４４まで挿通されて、三脚座１１７０が三脚座取付
部１１４０に締結される。
【０１０１】
　ボディ部１１００が有する固定部１１１０には、めねじ１１２１、めねじ１１２２、め
ねじ１１２３、めねじ１１２４、めねじ１１２５およびめねじ１１２６が形成されている
。三脚座固定部材１１８０の固定部１１５０には、貫通孔である孔１１５１、孔１１５２
、孔１１５３、孔１１５４、孔１１５５および孔１１５６が形成されている。
【０１０２】
　ボディ側マウント２００、固定部１１５０および固定部１１１０は、互いに対応する環
形状を有する。ボディ側マウント２００、固定部１１５０および固定部１１１０は、互い
に位置合わせされた場合にｘｙ平面において同じ位置に位置決めされる６個のビス孔を有
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する。ボディ側マウント２００、固定部１１５０および固定部１１１０は、互いに位置合
わせされた状態で、ビス２３１、ビス２３２、ビス２３３、ビス２３４、ビス２３５およ
びビス２３６で共締めされる。三脚座固定部材１１８０は、固定部１１５０がボディ側マ
ウント２００とボディ部１１００との間に挟まれた状態で、ボディ側マウント２００およ
びボディ部１１００に固定される。
【０１０３】
　具体的には、孔２２１、めねじ１１２１および孔１１５１には、互いに位置合わせされ
た状態でビス２３１が挿通される。孔２２２、めねじ１１２２および孔１１５２には、互
いに位置合わせされた状態でビス２３２が挿通される。孔２２３、めねじ１１２３および
孔１１５３には、互いに位置合わせされた状態でビス２３３が挿通される。孔２２４、め
ねじ１１２４および孔１１５４には、互いに位置合わせされた状態でビス２３４が挿通さ
れる。孔２２５、めねじ１１２５および孔１１５５には、互いに位置合わせされた状態で
ビス２３５が挿通される。孔２２６、めねじ１１２６および孔１１５６には、互いに位置
合わせされた状態でビス２３６が挿通される。このように、ボディ部１１００、三脚座固
定部材１１８０およびボディ側マウント２００は、６点で共締めされる。
【０１０４】
　このように、三脚座固定部材１１８０は、ボディ側マウント２００に固定される。特に
、ボディ側マウント２００、三脚座固定部材１１８０およびボディ部１１００は、同一円
周上に位置する６点で互いに固定される。そのため、三脚から三脚座１１７０に加えられ
た応力を、三脚座固定部材１１８０を介してボディ側マウント２００で受け止めることが
できる。
【０１０５】
　なお、本組付け例のようにボディ側マウント２００と固定部１１１０との間に三脚座固
定部材１１８０を固定する場合、前カバー３００は固定部１１１０の近傍に固定されてよ
い。前カバー３００、上カバー４００および後カバー５００を含むその他の構成について
は、図１から図１０に関連して説明した構成と同様の構成を適用できる。
【０１０６】
　図１２は、三脚座を組み付ける他の組み付け例を模式的に示す分解斜視図である。本組
み付け例において、図１１に関連して説明した要素と同様の要素には、同じ符号を付して
説明を省略する場合がある。
【０１０７】
　ボディ側マウント１２００には、孔２２１、孔２２２、孔２２３、孔２２４、孔２２５
、孔２２６、孔２２７および孔２２８が形成されている。ボディ側マウント１２００は、
孔２２７および孔２２８が形成されている点で、ボディ側マウント２００とは異なる。そ
の他の点については、ボディ側マウント１２００は、ボディ側マウント２００と同様の構
成を有してよい。三脚座固定部材１２８０は、固定部１２５０と三脚座取付部１１４０と
を有する。三脚座固定部材１２８０の固定部１２５０には、孔１２５４、めねじ１２５７
およびめねじ１２５８が形成されている。
【０１０８】
　ビス２３１は、孔２２１およびめねじ１１２１に挿通される。ビス２３２は、孔２２２
およびめねじ１１２２に挿通される。ビス２３３は、孔２２３およびめねじ１１２３に挿
通される。ビス２３４は、孔２２４、孔１２５４およびめねじ１１２４に挿通される。ビ
ス２３５は、孔２２５およびめねじ１１２５に挿通される。ビス２３６は、孔２２６およ
びめねじ１１２６に挿通される。
【０１０９】
　ビス２３７は、孔２２７およびめねじ１２５７に挿通される。ビス２３８は、孔２２８
およびめねじ１２５８に挿通される。このように、ボディ側マウント１２００と三脚座固
定部材１２８０とは、ビス２３７およびビス２３８によっても締結される。本組み付け例
によっても、三脚座１１７０に加えられた応力を、三脚座固定部材１２８０を介してボデ
ィ側マウント１２００で受け止めることができる。
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【０１１０】
　以上に説明した撮像装置１０において、交換レンズを通過した光を受光する受光ユニッ
トの一例として、撮像素子を有する撮像ユニット１６０を取り上げて説明した。受光ユニ
ットは、被写体からの合焦状態を検出するためのセンサを有する焦点検出ユニットであっ
てよい。焦点検出ユニットが有するセンサは、位相差を検出するラインセンサであってよ
い。受光ユニットは、ファインダユニットであってもよい。ファインダユニットは、被写
体からの光量を測定するための測光センサを含む測光ユニットを有してよい。ファインダ
ユニットは、ピント板を有してよい。
【０１１１】
　なお、受光ユニットの一例としての撮像ユニット１６０、ファインダユニットおよび焦
点検出ユニットのうち、１以上の任意の組み合わせの受光ユニットがボディ部１００に固
定されていてよい。
【０１１２】
　例えば、ボディ部１００には、１つの受光ユニットだけが固定されていてよい。具体的
には、ボディ部１００には、撮像ユニット１６０だけが固定されてよい。ボディ部１００
には、ファインダユニットだけが固定されてよい。ボディ部１００には、焦点検出ユニッ
トだけが固定されてよい。これらの場合において、撮像装置１０はボディ部１００に固定
された受光ユニット以外の受光ユニットを有しなくてもよい。例えば、撮像装置１０は、
受光ユニットとして撮像ユニット１６０だけを有し、撮像装置１０が有する撮像ユニット
１６０がボディ部１００に固定されていてよい。
【０１１３】
　また、ボディ部１００には、２つの受光ユニットが固定されていてよい。例えば、ボデ
ィ部１００には、撮像ユニット１６０およびファインダユニットだけが固定されてよい。
ボディ部１００には、撮像ユニット１６０および焦点検出ユニットだけが固定されてよい
。ボディ部１００には、ファインダユニットおよび焦点検出ユニットだけが固定されてよ
い。これらの場合において、撮像装置１０はボディ部１００に固定された受光ユニット以
外の受光ユニットを有しなくてもよい。例えば、撮像装置１０は、受光ユニットとして撮
像ユニット１６０およびファインダユニットだけを有し、撮像装置１０が有する撮像ユニ
ット１６０およびファインダユニットがボディ部１００に固定されていてよい。撮像装置
１０は、受光ユニットとして撮像ユニット１６０および焦点検出ユニットだけを有し、撮
像装置１０が有する撮像ユニット１６０および焦点検出ユニットがボディ部１００に固定
されていてよい。
【０１１４】
　また、ボディ部１００には、３つの受光ユニットが固定されていてよい。例えば、ボデ
ィ部１００には、撮像ユニット１６０、ファインダユニットおよび焦点検出ユニットだけ
が固定されてよい。この場合において、撮像装置１０はボディ部１００に固定された受光
ユニット以外の受光ユニットを有しなくてもよい。例えば、撮像装置１０は、受光ユニッ
トとして撮像ユニット１６０、ファインダユニットおよび焦点検出ユニットだけを有し、
撮像装置１０が有する撮像ユニット１６０、ファインダユニットおよび焦点検出ユニット
がボディ部１００に固定されていてよい。また、この場合において、撮像装置１０は、撮
像ユニット１６０、ファインダユニットおよび焦点検出ユニット以外の受光ユニットを更
に有してよい。すなわち、撮像装置１０は、ボディ部１００に固定されていない１以上の
受光ユニットを更に有してよい。
【０１１５】
　本実施形態においては、レンズ装置を有しないカメラ本体部を取り上げて、撮像装置が
有する構成を説明した。しかし、撮像装置は、レンズユニットおよびカメラ本体部を備え
てよい。撮像装置は、レンズ交換式カメラの一例である一眼レフレックスカメラの他に、
レンズ交換式の種々の態様のカメラを適用できる。なお、撮像装置は、受光装置の一例で
ある。受光装置は、撮像装置に限られず、撮像装置以外の機器であってよい。
【０１１６】
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　以上、本発明を実施の形態を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施の形態
に記載の範囲には限定されない。上記実施の形態に、多様な変更又は改良を加えることが
可能であることが当業者に明らかである。その様な変更又は改良を加えた形態も本発明の
技術的範囲に含まれ得ることが、請求の範囲の記載から明らかである。
【０１１７】
　請求の範囲、明細書、及び図面中において示した装置、システム、プログラム、及び方
法における動作、手順、ステップ、及び段階等の各処理の実行順序は、特段「より前に」
、「先立って」等と明示しておらず、また、前の処理の出力を後の処理で用いるのでない
限り、任意の順序で実現しうることに留意すべきである。請求の範囲、明細書、及び図面
中の動作フローに関して、便宜上「まず、」、「次に、」等を用いて説明したとしても、
この順で実施することが必須であることを意味するものではない。
【符号の説明】
【０１１８】
１０　撮像装置
１００　ボディ部
１０１　前面部
１０２　背面部
１１０　固定部
１１１、１１３、１１５　凸部
１１２、１１４、１１６　凹部
１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６　孔
１４２　底面
１４３　凸部
１４４　底面
１４５　凸部
１４６　底面
１５０　第１面
１５１、１５３、１５５　上面
１５８　面
１６０　撮像ユニット
１７０　ブラケット
２００　ボディ側マウント
２０１　装着面
２０２、２０４　側面
２０３　マウント固定面
２２１、２２２、２２３、２２４、２２５、２２６、２２７、２２８　孔
２３０　開口
２３１、２３２、２３３、２３４、２３５、２３６、２３７、２３８　ビス
２８１、２８２　爪部
２８４　段差部
２８８　端部
２９０　ピン孔
３００　前カバー
３０１　前面部
３１０　側部
３１１、３１２　ビス孔
３０２、３０４、３０６　前カバー側締結部
３０８、３３２、３３４、３３６　面
３２２、３２４、３２６　孔
３３０　開口
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３４０　平面部
３５０　凹部
３７０　載置面
３７１、３７２　ビス孔
３７５　切欠部
３８１、３８２、３８３、３８４　リブ
３９０　開口
３９４　着脱指標
４００　上カバー
４０１、４０２、４０３、４０４　接続部
４１３、４１４、４１５　ビス孔
４５０、４６０　凸部
４７０　アクセサリシュー
４８０　開口部
５００　後カバー
５１１、５１２、５１３、５１４、５１５　ビス孔
５２０　開口部
５２１　締結部
５４０　リブ
５５１、５５２　支持部
５６０　凹部
５７０　載置面
５７３、５７４　ビス孔
５７５　切欠部
５８１、５８２　リブ
５８５　収容口
５９０　ファインダ部開口
６００　吊り環
６１０　前側締結部
６１２　ビス孔
６２０　後側締結部
６２２　ビス孔
６３０　連結部
６４０　環状部
７００　三脚座
７０１、７０２、７０３、７０４　ビス孔
７７０　取付部
８００　基板カバー
８２０　電子部品基板
８４０　電源ユニット
１１００　ボディ部
１１１０　固定部
１１２１、１１２２、１１２３、１１２４、１１２５、１１２６　めねじ
１１４０　三脚座取付部
１１４１、１１４２、１１４３、１１４４　めねじ
１１５０　固定部
１１５１、１１５２、１１５３、１１５４、１１５５、１１５６　孔
１１７０　三脚座
１１７２、１１７３、１１７４　孔
１１８０　三脚座固定部材
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１１８１、１１８２、１１８３、１１８４　ビス
１２００　ボディ側マウント
１２５０　固定部
１２５４　孔
１２５７、１２５８　めねじ
１２８０　三脚座固定部材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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